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之
に
よ
っ
て
苗
場
機
構
と
し
て
の
取
引
所
の
合
法
性
を
伎
く
べ
き
埋
由
は
存
し
な
い
ぐ
否
か
ゝ
る
操
縦
は
此
種
市
場
を
紋
き
た
る
場
合
に
却
っ
て
有
敦
に
行
は
れ
る
。
従
て
一
般
的
に
は
、
取
引
所
に
於
け
る
か
ゝ
る
不
法
的
組
合
は
必
ず
し
も
取
引
所
自
身
の
合
法
性
に
影
響
す
る
事
は
な
い
。
さ
れ
ど
取
引
所
に
於
け
る
取
引
方
法
に
し
て
、
取
引
を
制
限
せ
ん
と
す
る
合
員
の
不
法
行
鶉
を
自
然
的
に
誘
沓
せ
し
め
、
以
て
一
般
公
衆
の
利
益
に
反
し
て
秘
密
的
操
縦
の
口
晋
に
利
用
さ
る
ゝ
事
態
に
し
て
発
生
せ
ん
・
か
、
取
引
所
自
身
之
を
適
鹿
の
手
壇
に
よ
っ
て
解
散
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
か
ゝ
る
欺
能
は
明
に
普
通
で
は
な
い
。
従
て
か
ゝ
る
事
態
金
塊
の
可
能
性
に
よ
っ
て
前
に
述
べ
た
る
取
引
所
の
組
織
並
に
活
動
に
通
用
す
べ
き
．
法
律
上
の
一
般
原
則
を
改
正
す
べ
き
必
要
は
な
い
。
－
終
リ
ー
新
刊
紹
介
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ル
原
著
山
内
正
瞭
伊
藤
久
秋
共
譯
「
社
會
問
題
二
十
五
講
」
（
改
造
社
昭
和
五
年
發
行
定
價
貮
圓
半
）
寺
川
末
治
郎
本
書
は
、
猫
乙
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
箪
経
済
箪
教
授
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ル
卸
「
祉
合
主
義
・
共
産
主
義
及
無
政
府
主
義
に
就
い
て
」
の
第
五
版
二
九
二
三
年
債
行
を
翻
謬
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
猫
乙
の
諮
大
軍
で
窮
し
た
講
義
を
ま
と
め
て
出
版
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
国
の
イ
ン
テ
リ
一
般
に
と
つ
て
も
甚
だ
ふ
さ
は
し
い
此
方
面
の
蓼
考
古
た
る
を
英
は
串
、
評
者
伊
藤
教
授
は
在
猫
の
を
り
親
し
く
原
著
者
の
経
済
箪
講
義
に
列
せ
ら
れ
、
又
彼
の
址
合
法
的
経
済
塾
の
一
端
を
最
も
早
く
我
閥
に
招
介
せ
ら
れ
た
事
も
あ
っ
て
通
常
な
る
鐸
者
を
得
た
こ
と
を
喜
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
問
題
の
華
五
講
は
三
篇
に
分
か
、
第
一
箪
隻
空
講
よ
ん
り
第
七
講
ま
で
を
ふ
く
み
三
主
義
の
概
念
．
本
質
及
主
要
箪
派
を
取
商
業
と
経
流
放
ふ
。
第
二
篇
は
第
八
講
よ
り
第
十
九
講
ま
で
で
閥
際
的
枇
合
主
義
運
動
と
な
り
、
第
三
篇
は
世
界
大
戦
争
以
来
の
枇
合
主
義
と
な
っ
て
残
り
第
二
十
同
議
ま
で
が
入
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
第
一
篇
が
理
論
的
部
分
な
ら
ば
第
一
一
、
第
三
両
篇
は
英
獄
仰
露
各
闘
に
於
け
る
賢
際
の
運
動
及
其
終
過
で
あ
る
。
仕
五
講
中
一
清
か
け
て
賢
は
廿
四
講
で
あ
る
。
先
づ
原
著
者
は
一
一
一
一
日
ふ
ベ
大
壊
は
政
争
及
現
代
の
攻
裁
と
は
成
可
く
接
近
し
な
い
事
φ
伊
示
文
し
、
斯
る
も
の
に
勤
し
て
は
般
正
中
立
争
ふ
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
そ
他
の
貼
か
ら
み
れ
ば
攻
泊
は
大
撃
で
取
扱
ひ
得
る
.
そ
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
な
い
封
粂
の
一
つ
で
あ
る
'
「
此
の
関
係
に
於
て
諸
君
は
枇
合
主
義
を
も
亦
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
此
の
一
耽
合
主
義
の
基
礎
冶
匁
す
所
の
法
律
、
同
家
及
経
済
生
活
の
思
想
に
閲
し
て
其
基
礎
を
獲
得
す
る
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
人
が
枇
命
H
主
張
の
名
の
下
に
一
括
し
て
居
る
所
の
大
合
な
諸
運
動
も
亦
究
立
す
る
所
一
定
の
同
家
及
法
律
に
関
す
る
見
解
に
四
郎
す
る
。
諸
君
は
公
生
活
な
る
も
の
冶
正
し
く
判
断
す
る
鴛
め
に
は
此
見
解
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
今
日
我
園
の
事
情
に
於
て
は
枇
合
問
題
の
大
様
を
瑚
解
せ
ぎ
る
者
は
枇
合
人
と
し
て
京
大
な
快
陥
や
持
っ
と
一
一
一
一
ロ
ひ
得
る
に
蓬
ひ
無
い
。
二
六
O
第
一
筋
の
労
.
政
に
来
る
は
三
主
義
の
本
質
加
何
で
あ
る
。
印
ち
一
般
に
人
間
枇
合
な
維
持
す
る
が
矯
め
に
何
等
か
の
法
的
強
制
を
必
要
と
す
る
立
場
と
、
一
切
の
法
的
強
制
な
く
し
て
人
間
共
同
生
活
は
可
能
な
れ
，
と
す
る
も
の
と
の
二
一
吹
か
あ
り
.
其
中
後
者
は
無
攻
府
主
義
で
あ
る
。
前
者
を
分
っ
て
集
・
底
主
義
的
経
済
組
織
と
個
人
主
義
的
経
済
組
織
と
す
れ
ば
個
人
主
主
我
的
の
も
の
は
私
有
財
康
制
度
を
以
て
長
良
の
枇
合
原
理
と
み
る
主
張
で
あ
り
、
集
庵
主
義
の
方
は
共
有
財
産
制
を
以
て
経
瀦
的
法
律
の
間
以
内
以
の
根
抵
と
鍔
す
。
之
を
三
別
し
て
枇
命
日
主
義
、
共
産
主
義
及
無
政
府
主
義
と
す
る
。
枇
合
主
義
の
消
根
.
的
本
質
は
中
一
斎
資
料
の
私
有
身
廃
止
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
り
如
何
な
る
個
人
も
地
所
や
工
場
を
私
有
す
る
守
得
ぬ
。
之
壮
一
寸
の
所
有
椛
は
大
な
る
組
織
憾
に
移
る
の
で
あ
る
。
故
に
積
駆
的
に
ι
一
一
日
へ
ば
持
働
よ
り
生
守
る
人
的
所
得
を
唯
一
の
所
得
と
し
.
財
・
成
所
有
よ
り
の
所
得
は
も
は
や
存
在
す
可
ら
宇
と
す
る
。
判
い
か
ら
著
者
の
消
概
的
木
質
は
法
律
的
に
兄
た
も
の
で
あ
り
、
積
額
的
の
本
質
は
終
演
的
矧
貼
か
ら
の
規
定
で
あ
る
と
云
へ
る
J
消
械
的
定
義
が
却
っ
て
京
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
著
者
が
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
律
経
済
二
冗
論
に
つ
い
て
の
方
法
論
的
な
批
難
は
液
で
は
あ
づ
か
り
と
し
て
、
此
の
所
有
椛
の
所
花
や
範
閣
の
如
何
な
恒
別
の
限
準
と
す
れ
ば
慌
に
ハ
ツ
キ
リ
と
は
す
る
。
之
は
f
官
定
出
来
な
い
。
次
に
枇
合
主
義
と
枇
合
民
主
川
県
と
が
恒
別
せ
ら
れ
る
。
後
者
は
一
の
攻
黛
で
あ
り
そ
の
設
一
員
は
何
人
も
枇
合
主
義
者
で
あ
る
が
凡
て
の
枇
合
主
義
者
必
宇
し
も
枇
合
民
主
裁
で
は
な
い
ο
斯
く
て
枇
合
主
義
の
範
囲
が
作
品
ωそ
れ
よ
り
炭
く
な
乙
が
著
者
の
此
見
方
に
は
反
封
の
起
る
可
能
性
が
あ
る
や
う
に
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
枇
合
主
義
に
封
立
す
る
は
個
人
主
義
と
な
っ
て
ゐ
て
、
資
本
主
義
は
此
個
人
主
義
の
庶
史
的
一
階
段
に
於
て
成
立
す
る
。
資
本
主
義
と
は
個
人
主
説
的
経
椀
組
織
内
で
資
本
が
支
配
的
統
率
的
役
目
を
つ
と
め
る
時
代
守
一
石
ふ
。
資
本
主
義
の
定
義
は
数
多
く
て
仲
々
ヤ
カ
ア
ン
イ
半
々
ι
一
一
口
ふ
人
も
ゐ
る
が
例
れ
に
せ
よ
著
者
の
枇
合
主
義
の
泊
版
的
本
質
は
此
の
個
人
主
…
戎
に
は
鮮
明
に
針
立
す
る
が
資
本
主
義
の
針
蹴
と
し
て
の
枇
合
主
義
l
iこ
れ
が
・
買
に
今
日
況
日
々
の
主
た
る
興
味
守
つ
な
ぐ
問
越
で
あ
る
ー
ー
の
本
質
は
未
克
明
か
で
無
い
。
集
産
主
義
の
中
.
共
・
産
主
義
は
枇
合
主
義
に
一
歩
進
め
て
生
一
斥
資
料
の
外
に
消
費
資
料
に
つ
い
て
も
私
有
椛
を
取
上
け
る
。
農
業
品
川
.
合
主
義
は
や
や
毛
色
の
幾
つ
に
一
汲
で
あ
っ
て
土
地
私
布
の
み
守
止
め
る
。
無
攻
府
主
義
と
な
る
と
個
人
白
山
や
-
似
端
に
仲
張
せ
ん
と
望
む
枇
合
問
題
二
十
五
出
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
法
制
の
廃
止
を
求
め
、
現
存
法
制
の
箆
夏
在
求
め
る
集
産
主
義
と
は
蓮
ふ
。
無
攻
府
主
義
は
第
五
講
に
、
共
庄
主
義
は
第
二
請
に
、
農
業
一
枇
合
主
義
は
第
四
諦
に
、
そ
れ
ん
¥
h
詳
細
が
来
く
さ
れ
て
あ
る
J
唯
之
等
の
興
味
は
第
二
次
的
で
あ
り
第
一
次
的
の
も
の
は
「
枇
合
主
義
的
経
消
組
織
に
求
め
ら
る
λ
こ
と
殆
ん
ど
今
日
一
般
で
あ
る
」
か
ら
以
下
は
枇
合
主
義
を
主
と
し
て
辿
ら
う
。
五
日
々
は
肢
に
枇
合
主
義
の
欲
求
す
る
所
を
知
つ
に
。
次
に
如
何
な
る
制
念
よ
り
そ
の
目
的
を
立
て
る
か
を
苓
ね
ゃ
う
。
そ
の
折
口
型
的
根
本
観
念
に
は
二
種
あ
る
。
一
は
概
念
的
祉
合
主
義
の
立
場
で
一
定
の
理
想
を
根
践
と
し
て
共
有
財
産
や
要
求
し
他
は
進
化
論
的
批
合
主
義
で
‘
求
む
べ
き
も
の
と
し
て
の
枇
合
主
義
を
要
求
す
る
に
あ
ら
守
し
て
‘
枇
合
主
義
は
一
の
自
然
法
則
的
必
然
的
発
展
の
結
某
と
し
て
出
来
る
と
み
る
。
前
者
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
と
る
宗
教
的
枇
合
主
義
と
宗
教
を
は
な
れ
て
白
山
平
等
博
愛
正
義
等
の
観
念
を
根
践
と
す
る
倫
判
的
枇
命
日
主
'
義
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
デ
イ
!
チ
エ
ル
の
有
名
な
一
枇
合
原
理
個
人
以
理
の
説
明
が
入
る
。
後
者
は
進
化
論
的
批
合
主
義
で
ダ
ー
ゥ
ヰ
ン
主
義
的
批
合
主
義
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
人
類
の
競
争
を
化
し
て
自
然
的
生
活
原
理
印
ち
人
の
文
化
は
使
命
に
路
中
一
ムハ
商
業
と
控
訴
る
生
活
原
理
た
ら
し
め
る
を
任
務
と
す
る
。
マ
ル
ク
ス
の
一
枇
合
主
義
も
亦
進
化
論
的
な
も
の
で
あ
っ
て
一
種
溺
特
の
祉
命
日
常
墜
た
る
唯
物
史
観
を
建
設
す
る
の
で
此
史
観
の
根
本
思
想
や
知
る
に
は
エ
ン
グ
ル
ス
の
「
空
想
よ
り
科
壊
に
至
る
枇
合
主
義
の
後
展
」
や
彼
と
マ
ル
ク
ス
と
の
共
著
「
共
産
山
県
出
与
一
一
一
日
」
に
依
れ
と
著
者
は
言
ふ
。
.
経
済
的
生
産
と
交
換
が
人
間
の
広
活
組
織
を
怨
し
て
基
礎
と
な
り
そ
の
幾
化
は
上
居
建
築
た
る
法
律
制
度
そ
の
他
の
も
の
を
竣
化
す
る
。
生
産
技
術
い
幾
化
が
重
要
視
せ
ら
れ
る
。
此
立
場
か
ら
は
吐
合
主
義
は
完
全
な
ろ
祉
合
組
織
の
理
想
に
あ
ら
宇
.
古
ま
社
合
形
態
を
以
て
じ
で
は
円
以
平
や
抗
、
任
に
拡
へ
な
い
所
の
新
し
い
生
産
力
や
新
し
い
経
済
的
任
務
の
勃
興
と
共
に
生
れ
る
所
の
、
枇
合
の
必
然
的
後
日
此
階
段
に
外
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
は
不
常
な
る
が
匁
め
に
斥
け
ら
れ
る
と
言
ふ
の
で
無
く
.
時
勢
を
く
れ
で
段
平
や
立
役
目
を
果
し
得
な
い
か
ら
自
然
に
亡
び
る
。
丁
皮
中
世
の
封
建
制
経
済
が
資
本
主
義
に
席
巻
譲
っ
た
如
く
後
者
は
叉
祉
合
主
義
に
代
っ
て
貰
ふ
の
で
あ
る
。
著
者
の
言
葉
も
此
の
あ
た
り
ま
で
来
る
と
祉
合
主
義
の
針
照
と
し
て
引
合
さ
れ
る
も
の
は
、
い
つ
か
個
人
主
義
で
な
く
て
資
本
主
義
と
な
っ
て
ゐ
る
。
正
に
か
く
有
る
べ
き
で
あ
る
つ
が
い
か
ら
先
き
に
出
土
消
極
的
と
積
械
的
の
本
質
規
定
は
何
れ
も
今
の
場
企
一一六
雨
主
義
封
立
の
内
容
を
明
に
す
る
に
快
け
る
所
あ
る
を
感
ぜ
し
め
る
。
一
般
的
私
有
財
産
制
を
認
め
る
と
か
生
産
資
料
私
有
の
否
定
と
か
は
そ
れ
白
健
重
大
な
意
味
あ
り
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
問
題
は
そ
れ
等
を
認
め
或
は
認
め
ぬ
結
果
に
か
か
っ
て
来
る
。
換
言
す
れ
ば
搾
取
と
い
ふ
事
賞
こ
そ
中
心
的
な
も
の
で
あ
ら
う
。
此
の
呪
ふ
べ
き
枇
合
関
係
が
中
心
目
標
と
な
る
が
故
に
.
印
人
格
問
題
が
そ
こ
に
あ
る
が
故
に
一
川
合
主
義
は
高
く
苛
皐
上
の
問
題
と
も
な
り
叉
は
文
明
問
題
と
し
て
成
汎
な
る
支
盤
の
上
に
論
究
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
な
か
ら
う
か
。
資
本
主
義
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
資
本
が
統
卒
的
な
り
や
否
や
は
資
本
主
義
の
貧
弱
な
内
容
守
層
川
す
に
す
ぎ
な
い
。
資
本
が
搾
取
の
予
伐
と
な
っ
た
時
、
始
め
て
問
題
と
し
て
資
本
主
義
が
あ
る
筈
で
あ
る
J
資
本
主
義
経
済
が
止
務
せ
ら
れ
る
形
式
は
理
解
出
来
た
と
し
て
‘
こ
の
新
し
い
枇
合
組
織
は
如
何
な
る
内
容
を
盛
っ
た
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
は
リ
l
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
ム
一
一
日
を
き
け
ば
よ
い
「
未
来
図
は
戎
意
味
に
於
て
理
想
で
あ
る
。
科
壊
と
交
渉
す
る
所
は
無
い
。
吾
枇
合
民
主
設
は
未
だ
未
来
図
な
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
其
問
題
に
採
用
し
た
事
が
な
い
。
・
十
木
村
ル
舎
で
弊
働
者
に
未
来
図
を
説
い
た
事
が
な
い
。
未
来
闘
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
外
未
記
官
て
之
を
説
い
た
事
が
無
い
の
で
あ
る
。
」
ま
こ
と
に
近
代
枇
合
民
主
識
は
誇
時
の
本
一
想
汲
の
匁
し
た
様
に
未
来
図
に
就
て
の
詳
細
な
説
明
を
提
出
し
得
な
い
U
然
し
唯
物
史
観
を
持
つ
。
其
故
に
マ
ル
ク
ス
枇
合
主
義
は
自
ら
を
科
型
的
と
誇
る
わ
け
で
あ
る
。
未
来
図
は
現
在
の
生
産
力
護
反
の
結
果
必
然
的
に
生
れ
て
来
る
の
に
。
然
ら
ば
此
生
産
的
後
反
の
支
持
者
は
何
人
で
あ
る
か
。
枇
合
主
語
は
凡
ゆ
る
崇
高
仁
慈
の
人
の
剖
策
す
る
い
庖
に
よ
り
賀
行
す
る
に
非
宇
し
て
階
級
闘
争
の
結
果
で
あ
0
.
此
湛
く
可
か
ら
ぎ
る
後
展
よ
り
長
大
の
利
盆
巻
符
ろ
階
級
た
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
が
右
の
愛
肢
の
支
持
者
で
あ
ら
う
と
。
此
の
未
来
枇
舎
に
は
最
早
や
今
日
の
意
味
の
同
家
な
る
も
の
は
存
在
せ
ぬ
。
今
日
の
同
家
は
階
級
同
家
で
あ
る
「
枇
合
主
義
社
舎
に
は
長
平
や
何
等
の
階
級
的
業
別
な
る
も
の
存
せ
宇
。
印
ち
む
し
ろ
一
個
の
統
一
的
持
働
枇
合
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
言
葉
は
著
者
に
よ
っ
て
重
き
を
泣
い
て
ゐ
る
と
は
み
え
無
い
が
私
は
之
『
)
そ
資
本
主
義
に
針
立
す
る
未
来
社
舎
の
本
質
規
定
で
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
る
。
勿
論
共
産
主
義
に
も
叶
合
主
義
に
も
あ
て
は
ま
る
か
ら
炭
す
ぎ
る
快
貼
は
あ
る
が
、
後
の
二
主
義
を
更
に
区
別
す
る
時
始
め
て
消
極
的
主
義
守
設
立
せ
ば
よ
い
。
資
本
主
義
針
の
枇
九
百
主
義
が
内
容
叙
蓮
の
上
に
是
非
必
要
な
る
に
か
か
は
ら
守
‘
枇
合
問
題
二
十
五
議
「
枇
合
主
義
及
之
と
関
聯
せ
る
無
攻
府
主
義
及
共
産
主
読
の
本
質
を
常
に
明
瞭
に
区
別
し
や
フ
と
」
(
序
文
)
欲
し
た
鴛
め
に
起
き
た
ク
ヒ
チ
ガ
イ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
著
者
は
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
自
身
の
著
書
の
中
か
ら
未
来
枇
舎
の
経
済
的
特
質
や
左
の
如
き
項
目
の
下
に
要
約
す
る
。
a
.
祉
合
主
義
的
祉
舎
の
一
般
的
基
礎
。
印
集
産
主
義
的
虫
産。
b
.
統
計
的
務
備
行
先
。
.
c
、
勢
働
組
織
1
一
般
的
弊
働
義
務
及
弊
働
強
制
。
d
.
生
産
物
の
分
配
1
平
等
の
原
理
か
‘
給
付
能
力
か
、
慾
墜
に
よ
る
か
。
へ
消
費
の
個
性
1
今
日
有
産
者
に
の
み
詐
さ
れ
た
る
如
き
も
の
の
一
般
化
。
f
、
枇
合
主
義
的
生
産
方
法
の
放
央
1
財
の
生
産
量
激
増
J
枇
合
主
義
に
針
す
る
著
者
の
批
評
の
大
勝
。
イ
、
枇
合
主
義
は
枇
合
的
要
素
の
影
響
守
池
草
す
る
と
共
に
自
然
的
要
素
の
意
義
を
軽
視
す
る
が
日
以
ム
重
要
な
生
産
手
段
の
自
然
的
有
限
性
は
常
に
障
碍
と
な
ら
う
。
例
へ
ば
石
炭
や
鍍
脈
の
存
在
量
の
不
十
分
な
る
に
針
し
て
は
枇
合
主
義
も
無
策
の
外
二
六
商
業
'
主
F
路
、
許
は
な
い
。
ロ
、
食
料
に
就
い
て
み
れ
ば
土
地
牧
穫
漸
減
の
法
則
は
激
増
す
る
人
口
一
致
に
封
す
る
妨
害
を
鍔
さ
う
」
唯
他
の
要
素
例
へ
ば
農
業
上
の
技
術
的
進
歩
に
よ
り
補
充
せ
ら
れ
る
か
ら
経
済
上
危
倶
す
べ
き
作
用
を
及
一
ほ
し
は
し
な
い
と
言
へ
る
。
ハ
、
常
に
増
加
し
停
止
す
る
を
知
ら
ぬ
人
口
に
封
し
、
如
何
に
し
て
必
要
の
食
料
を
確
保
す
る
の
み
な
ら
宇
叉
文
化
的
生
活
を
確
保
し
得
る
だ
ら
う
か
。
ニ
、
今
日
各
種
の
透
明
や
完
成
が
鍔
さ
れ
る
大
な
る
刺
激
は
護
明
者
が
其
個
人
的
利
益
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
枇
合
主
義
制
に
於
て
は
之
等
の
刺
激
を
快
く
刊
自
由
な
る
個
人
的
利
盆
を
排
除
す
れ
ば
生
産
物
増
加
を
来
す
べ
き
事
怖
が
消
滅
し
ゃ
、フ。
ホ
、
各
人
自
由
の
範
闘
が
大
い
に
制
限
せ
ら
れ
自
由
な
職
業
撰
搾
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
と
少
し
く
此
等
ω批
評
を
考
へ
て
み
度
い
。
今
日
一
般
化
問
干
殊
に
無
機
化
路
一
真
の
進
歩
は
ど
う
で
あ
ら
う
。
石
炭
の
代
に
電
気
が
、
餓
の
代
に
セ
メ
ン
ト
が
大
規
模
に
進
出
し
つ
つ
あ
る
は
如
何
。
恐
ら
く
は
戦
争
の
消
滅
減
少
す
る
呉
乎
の
未
来
枇
合
に
て
は
軍
器
の
不
必
姿
か
ら
銭
需
要
の
大
減
少
を
考
へ
符
ぬ
か
、
潮
二
六
四
汐
態
用
の
護
電
さ
へ
現
に
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
人
道
肥
料
の
改
良
と
普
及
は
食
料
生
跨
の
不
足
巻
除
く
光
ら
う
勺
況
ん
や
債
務
経
演
で
な
い
未
来
祉
舎
に
て
は
肥
料
使
用
の
費
用
高
は
第
一
義
的
問
題
と
な
ら
ぬ
故
に
。
叉
人
臼
の
無
制
限
増
加
は
統
制
経
漬
か
詐
す
筈
が
な
い
。
産
児
制
限
は
技
術
的
に
は
盆
々
有
放
と
な
ら
う
。
発
明
や
完
成
は
依
然
と
し
て
経
済
的
利
盆
を
主
と
し
て
求
め
る
人
法
か
ら
行
は
れ
来
た
の
で
あ
ら
う
か
.
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
必
要
な
る
保
護
奨
励
は
仙
の
方
法
で
十
分
考
へ
ら
れ
る
。
各
人
の
自
由
の
制
限
は
経
潜
的
行
匁
に
閲
す
る
限
り
確
に
今
日
よ
り
皮
く
な
ら
う
。
今
日
と
て
大
経
管
ω組
織
化
、
合
理
化
は
始
ん
ど
傍
働
者
の
自
由
な
る
も
の
を
奪
っ
て
ゐ
る
。
コ
ー
ル
が
「
今
後
十
年
の
英
闘
終
演
政
策
」
で
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
産
業
心
理
阜
の
路
用
が
普
及
し
て
来
る
と
個
人
の
自
由
な
職
業
撲
搾
は
無
意
味
と
な
ら
う
。
資
本
主
義
な
る
と
枇
合
主
義
な
る
と
を
問
は
宇
そ
れ
ん
¥
h
の
合
理
化
及
そ
れ
に
件
ふ
産
業
心
開
路
一
売
業
生
坤
一
阜
の
適
用
は
昔
日
自
由
と
感
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
を
無
く
す
る
た
ら
う
。
そ
の
代
に
附
労
働
時
間
の
短
縮
、
休
息
い
け
聞
の
延
長
は
生
活
内
容
を
県
富
に
し
奪
は
れ
た
る
自
由
へ
の
忠
恭
を
少
な
か
ら
し
め
、
功
一
に
平
等
無
作
取
出
活
の
献
を
大
な
ら
し
め
る
た
ら
う
。
極
端
な
る
奔
修
生
活
に
馴
れ
た
人
の
み
が
来
る
べ
き
枇
合
に
於
て
廷
欝
を
抱
く
事
に
な
る
。
一
一
aH
ふ
ま
で
も
な
く
此
税
の
人
聞
は
新
興
枇
舎
の
構
成
員
と
し
て
無
烹
義
な
分
子
で
あ
る
。
唯
右
の
意
味
の
消
費
財
私
有
の
み
で
枇
合
上
是
認
す
べ
き
自
我
後
展
の
根
基
が
安
蛍
に
輿
へ
ら
れ
る
と
認
む
べ
き
や
否
や
は
に
し
か
に
一
つ
の
問
題
で
あ
る
〈
レ
す
ポ
ル
ト
チ
l
r
ラ
l
、
絞
出
と
人
と
の
問
に
い
。
決
に
絞
消
的
関
係
を
離
れ
て
上
回
府
建
築
に
封
す
る
枇
合
主
義
の
態
度
を
み
よ
う
3
宗
教
に
扮
し
て
は
窓
恕
汲
と
科
墜
汲
と
に
依
っ
て
各
々
異
る
。
前
者
は
「
新
キ
リ
ス
ト
教
」
の
サ
ン
シ
モ
ン
の
如
く
宗
教
を
以
て
枇
合
改
定
の
原
理
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
と
.
オ
l
エ
ン
の
如
く
宗
教
は
枇
合
的
進
歩
を
妨
碍
す
る
と
み
る
も
の
と
が
あ
る
。
科
単
一
以
は
賂
来
生
産
方
法
の
縫
化
と
北
ハ
に
宗
教
は
自
ら
淡
落
す
る
と
一
一
一
一
μ
ふ
。
此
事
は
唯
物
史
観
在
奉
中
る
結
果
で
あ
る
が
人
間
生
活
に
於
け
る
宗
教
が
全
く
形
式
的
に
取
扱
は
れ
、
五
に
宗
教
的
な
る
も
の
の
持
つ
怠
味
を
不
岱
に
者
過
す
る
と
の
批
難
は
恐
ら
く
正
慌
で
あ
ら
う
。
壮
ん
W
H
改
治
に
及
一
怯
す
宗
教
思
想
の
深
大
な
る
力
は
マ
ル
ク
ス
等
に
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
ο
婚
姻
に
就
て
は
フ
l
り
エ
の
如
く
自
由
滋
愛
主
誌
を
説
く
も
の
と
ォ
l
エ
ン
の
如
く
一
夫
一
妻
を
採
る
も
の
と
が
あ
る
。
反
乙
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
グ
ル
ス
に
依
れ
は
婚
姻
制
度
も
枇
合
問
題
二
十
五
的
終
消
朕
態
の
ω
変
化
と
北
ハ
に
竣
化
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
愛
を
某
調
と
は
す
る
が
離
婚
が
容
易
に
行
は
れ
る
交
換
結
婚
が
未
来
の
形
式
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
強
制
勢
働
組
織
が
然
る
べ
く
要
求
す
る
と
一
一
員
ふ
。
著
者
は
の
こ
交
換
結
婚
ぷ
る
も
の
に
反
針
す
る
。
躍
な
る
経
溌
的
理
由
が
此
の
人
類
家
族
的
共
同
生
活
の
最
古
川
形
式
に
影
響
し
得
る
筈
が
無
い
と
。
同
家
に
針
し
て
は
加
何
。
溺
乙
枇
曾
主
義
の
中
に
で
も
ロ
l
ド
ベ
ル
ツ
ス
、
-
フ
ツ
サ
ア
ル
レ
‘
フ
ヰ
ヒ
テ
等
は
現
存
同
家
椛
カ
の
助
を
諮
っ
て
枇
曾
主
義
的
改
定
を
考
へ
る
に
反
し
、
マ
ル
ク
ス
等
に
よ
れ
ば
図
家
の
存
在
理
由
は
階
級
差
別
の
維
持
と
い
ふ
貼
に
存
す
る
か
ム
、
か
か
る
差
別
の
な
い
枇
合
主
義
枇
舎
に
於
て
は
図
家
は
全
く
無
用
と
な
り
×
×
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
代
に
統
一
的
持
働
組
合
が
出
来
上
る
。
然
し
著
者
は
此
の
未
来
の
組
織
鐙
が
園
家
と
呼
ば
れ
る
や
否
や
は
常
に
皐
な
る
一
一
一
一
日
楽
の
宇
と
思
っ
た
。
蓋
し
一
祉
舎
主
義
の
期
待
す
る
未
来
の
枇
合
組
織
も
亦
、
組
織
的
公
椛
カ
を
必
要
と
す
る
は
明
か
で
あ
る
か
ら
と
。
成
程
‘
乍
然
此
の
組
織
的
公
椛
カ
の
範
凶
及
性
質
に
重
大
な
る
差
別
が
考
へ
ら
れ
る
事
は
高
田
保
馬
博
士
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
方
が
図
家
な
ら
他
方
は
凶
家
で
は
な
い
J
之
等
を
同
一
視
す
る
は
保
娩
と
軍
人
と
を
同
一
枕
す
る
以
上
の
無
理
は
あ
る
。
組
織
的
公
紘
カ
邸
二
六
五
商
都
.
北
と
経
済
同
家
と
み
る
な
ど
は
法
的
シ
ユ
タ
ム
ラ
一
に
囚
は
れ
て
ゐ
る
粗
践
で
あ
る
。
ヨ
リ
資
質
的
な
る
も
の
に
於
て
本
質
把
揮
を
試
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
図
民
性
に
封
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
ロ
l
ド
ベ
ル
ツ
ス
に
於
け
る
如
く
図
民
性
を
強
調
す
る
も
の
と
マ
ル
ク
ス
等
の
如
く
闘
際
性
を
説
く
も
の
と
あ
る
。
後
者
は
経
済
後
展
の
統
一
性
を
考
へ
る
の
で
各
民
族
の
図
民
的
分
離
と
封
立
は
世
界
市
場
の
撰
大
に
伴
ひ
消
滅
す
る
と
み
る
。
か
く
て
労
働
者
は
組
図
を
持
た
ぬ
ρ
著
者
は
マ
ル
ク
ス
的
見
解
を
斥
け
る
。
新
マ
ル
ク
ス
主
義
に
於
け
る
如
く
図
民
的
要
素
は
相
常
重
要
視
す
べ
き
も
の
と
忠
は
れ
る
d
之
は
戦
後
の
反
動
思
想
と
し
て
片
づ
け
得
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
永
劫
の
未
来
に
於
て
は
民
族
性
も
何
も
あ
る
ま
い
が
枇
合
主
義
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
程
度
の
未
来
で
は
猫
ほ
十
分
願
慮
す
べ
き
要
素
で
あ
ら
う
。
然
し
一
歩
踏
み
は
づ
し
て
頑
迷
な
右
傾
汲
に
同
歩
る
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
忌
む
べ
き
唯
一
化
途
上
の
敵
で
あ
ら
・
フ
。
最
後
に
マ
ル
ク
ス
主
義
は
革
命
的
で
あ
る
。
然
し
其
意
味
は
や
や
特
殊
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
新
組
織
が
何
等
か
の
理
想
的
努
力
に
依
っ
て
活
ら
る
べ
き
に
非
守
し
て
自
ら
来
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
h
る
経
潜
山
肌
態
の
愛
革
が
「
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
。
故
に
無
傑
件
に
不
法
な
或
は
暴
力
的
な
騒
を
意
味
し
無
い
。
然
し
幾
革
が
徐
々
に
来
る
場
合
↓
一
六
六
は
よ
い
と
し
て
念
政
に
来
る
場
合
に
之
と
暴
力
的
な
る
も
の
と
の
区
別
が
資
質
的
に
つ
け
ら
れ
る
、
た
ら
、
フ
か
は
疑
問
と
す
る
に
足
ら
、
フ
。
著
者
は
持
働
者
の
頭
脳
の
革
命
化
こ
そ
械
め
て
重
要
な
む
と
一
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
が
此
惑
に
マ
ル
ク
ス
主
義
ω意
外
に
大
き
い
快
陥
が
滑
む
の
で
な
か
ら
う
か
。
マ
ル
ク
ス
も
「
知
」
を
全
然
否
定
し
た
わ
け
で
な
い
が
「
行
」
を
あ
ま
り
強
く
考
へ
た
設
が
あ
ら
う
。
「
資
本
論
」
白
館
高
度
に
緊
張
し
た
「
知
」
な
く
し
て
は
倒
底
理
解
出
来
る
も
の
で
無
い
。
質
践
の
間
に
そ
れ
に
就
て
の
刊
識
が
明
般
に
な
る
は
ム
ん
も
な
道
理
で
あ
る
が
そ
れ
は
一
つ
の
事
賢
を
言
っ
た
記
け
で
其
反
針
に
知
識
を
先
に
後
で
賢
践
に
う
つ
る
も
有
放
な
結
果
に
到
達
し
得
る
事
も
確
か
花
。
〈
へ
ル
ム
ス
、
マ
ル
グ
ス
主
義
的
労
働
者
〉
第
二
篇
は
マ
ル
ク
ス
の
図
際
枇
合
主
義
運
動
に
封
す
る
彼
の
怠
議
か
ら
始
ま
り
マ
ル
ク
ス
壊
の
骨
子
と
午
一
一
口
ふ
べ
き
俄
剃
債
値
説
、
集
中
説
、
苦
積
説
窮
乏
一
説
恐
慌
説
に
要
領
、
よ
き
説
明
を
奥
へ
更
に
彼
の
賢
践
珂
論
の
哲
皐
的
背
後
ま
で
ふ
れ
て
ゐ
る
。
此
篇
で
最
も
多
く
の
頁
は
仰
岡
枇
合
運
動
の
錦
に
輿
へ
ら
れ
に
。
産
業
的
賃
銀
椋
働
者
の
大
群
は
英
附
よ
り
ぞ
く
れ
て
後
生
し
た
の
で
あ
る
が
英
闘
に
於
け
る
よ
り
も
早
く
一
枇
曾
主
義
的
共
産
.
主
義
運
動
が
起
っ
て
ゐ
る
。
此
庭
で
は
一
つ
の
統
一
し
た
海
然
大
る
枇
合
然
し
か
持
に
な
か
っ
た
濁
乙
と
全
く
反
卦
に
、
多
数
の
相
反
せ
る
紫
波
に
分
裂
し
て
ゐ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
政
治
的
革
命
に
止
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
か
ら
準
が
は
じ
ま
り
、
無
産
階
級
の
後
生
、
サ
ン
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
‘
ル
イ
プ
ラ
ン
等
の
空
想
汲
枇
合
思
想
の
勃
興
、
二
月
革
命
.
プ
ル
ド
ン
や
プ
ラ
ン
キ
の
思
想
.
コ
ン
ミ
ユ
l
ン
暴
動
の
立
小
説
.
攻
治
的
議
合
的
活
動
に
峻
烈
に
反
封
す
る
革
命
的
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
の
態
度
、
之
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
山
内
同
が
次
か
ら
次
へ
と
連
続
し
て
出
て
き
て
息
も
勺
け
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
祉
合
主
義
の
分
裂
と
マ
ル
ク
ス
主
義
が
此
凶
に
於
て
一
告
も
指
導
的
役
割
を
決
ぜ
ざ
る
平
賀
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
に
就
い
て
.
著
者
は
此
闘
の
経
済
的
構
治
を
指
摘
す
る
印
ち
凶
民
の
多
数
を
占
め
る
農
業
人
口
.
小
経
営
自
作
肢
の
存
在
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
侵
入
を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
と
な
し
、
他
方
フ
ラ
ン
ス
園
民
の
自
由
へ
の
強
き
僚
が
暴
君
的
支
配
を
伶
ふ
集
・
産
主
義
制
度
に
決
し
て
屈
従
せ
ざ
る
べ
し
と
み
て
ゐ
る
。
放
に
改
良
的
な
思
想
が
俊
越
し
.
ジ
ヨ
レ
l
ス
の
如
き
華
麗
の
蹄
古
を
以
て
人
惑
を
と
き
.
人
格
傘
肢
を
一
口
同
調
す
る
人
が
此
闘
の
枇
合
運
動
に
強
大
な
る
勢
力
を
占
め
る
と
云
ふ
。
本
書
中
欧
部
分
か
ら
受
け
る
感
じ
は
「
思
想
ω核
問
」
と
そ
の
後
定
断
絶
漣
絞
の
み
が
多
く
設
か
れ
て
、
此
岡
山
枕
祉
合
問
題
二
十
五
筑
清
の
貫
欣
に
つ
い
て
意
外
に
少
き
叙
述
.
一
般
経
潜
鼠
一
・
と
祉
命
日
思
想
と
の
連
絡
の
有
無
に
つ
い
て
知
り
得
ぬ
事
、
非
、
同
民
性
の
解
説
の
貧
弱
な
る
事
等
で
あ
る
。
他
園
よ
り
模
倣
し
に
の
で
な
く
.
フ
ラ
ン
ス
回
有
の
も
の
と
し
て
英
猫
伊
の
諸
岡
に
相
官
の
影
響
を
奥
へ
た
革
命
的
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
的
で
は
な
い
の
か
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
見
た
所
は
か
く
は
無
か
つ
に
ゃ
う
ロ
。
ジ
ヨ
レ
l
ス
が
フ
ラ
ン
ス
的
で
あ
る
以
上
の
意
味
に
於
て
ペ
ル
チ
エ
!
は
フ
ラ
ン
ス
的
で
あ
る
筈
記
。
叉
小
農
自
作
の
図
と
す
る
の
み
で
は
此
闘
の
経
焼
事
情
が
承
知
す
ま
い
。
何
故
小
農
自
作
の
図
は
多
黛
分
裂
を
来
す
か
、
極
端
と
考
へ
れ
ば
か
与
る
向
作
農
凶
で
は
枇
舎
思
想
も
枇
合
運
動
も
起
ら
な
く
て
よ
い
筈
じ
ゃ
な
か
ら
う
か
。
著
者
は
「
攻
治
的
」
に
之
等
の
問
題
を
見
す
ぎ
て
其
背
景
に
る
経
済
的
及
枇
合
的
構
遣
を
捕
り
兆
一
が
す
か
ら
で
あ
ら
う
。
次
に
英
剛
一
枇
九
百
主
義
運
動
と
な
る
。
二
一
一
日
ふ
ま
で
も
な
く
英
同
は
産
業
革
命
を
第
一
に
経
験
し
た
闘
で
あ
る
。
思
想
よ
り
も
事
置
が
奥
へ
ら
れ
た
固
で
あ
る
。
大
量
生
産
用
機
械
の
愛
明
と
肱
用
が
如
何
に
岱
時
の
持
働
人
口
に
封
す
る
脅
以
と
な
っ
た
か
.
之
が
匁
め
の
呪
と
反
抗
、
反
抗
に
針
す
る
暴
座
が
よ
く
設
か
れ
て
ゐ
る
J
同
じ
頃
資
生
せ
る
古
典
汲
経
済
皐
.
之
に
封
抗
す
る
二
六
七
商
業
と
経
済
一
枇
曾
主
義
思
想
家
の
出
現
、
特
に
ォ
!
エ
ン
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
‘
産
業
組
合
特
に
消
費
組
合
運
動
、
勢
働
組
合
フ
エ
ピ
ア
ン
欣
労
働
議
等
等
が
有
機
的
会
館
と
し
て
理
解
出
来
る
の
は
嬉
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
の
如
く
多
く
の
思
想
家
が
或
は
聯
絡
を
も
ち
或
は
漣
絡
を
持
た
?
に
入
潜
り
登
場
す
る
の
目
ま
ぐ
る
し
サ
を
感
ぜ
し
め
な
い
。
著
者
自
ら
フ
ラ
ン
ス
忠
想
の
取
扱
の
煩
雑
に
閉
口
し
六
事
を
告
白
し
て
ゐ
る
ハ
ア
ル
b
l
フ
第
二
十
五
谷
〉
。
説
く
人
の
巧
み
は
材
料
と
し
て
の
事
貨
が
都
合
よ
く
存
在
し
て
ゐ
に
と
言
へ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
英
凶
が
最
も
調
和
的
に
叙
述
せ
ら
れ
た
事
質
は
み
の
が
せ
な
い
。
進
ん
で
溺
乙
の
運
動
に
入
る
。
フ
イ
ヒ
テ
、
ロ
l
ド
ベ
ル
ツ
ス
等
の
同
家
枇
宵
主
義
.
其
思
想
の
重
要
性
や
宮
際
的
無
影
響
と
.
創
造
な
き
芯
想
家
で
あ
り
乍
ら
質
際
運
動
に
深
甚
の
影
響
を
及
一
以
せ
る
ラ
ツ
サ
ア
ル
レ
と
の
封
比
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
へ
!
グ
ル
哲
郎
一
か
賠
詮
法
守
以
て
入
っ
て
く
る
。
そ
の
ま
ま
模
倣
せ
ら
れ
る
。
唯
心
論
的
で
あ
る
。
運
動
は
全
く
煽
動
的
で
あ
る
。
之
が
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
封
立
す
る
。
賃
銀
銭
則
を
と
り
ま
い
て
む
づ
か
し
い
理
論
が
投
替
さ
れ
る
。
ラ
ツ
サ
ア
ル
レ
が
足
場
守
失
っ
て
マ
ル
ク
ス
等
が
グ
ン
ノ
¥
勝
っ
て
ゆ
く
。
世
は
ひ
き
い
て
γ
ル
ク
ス
へ
の
凱
歌
が
皐
る
ベ
か
く
て
溺
乙
枇
合
二
六
人
民
主
黛
は
其
関
係
し
に
凡
て
の
攻
治
的
問
題
に
於
て
マ
ル
ク
ス
救
護
を
瓜
賢
に
港
守
し
た
。
L
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
修
正
汲
は
マ
ル
ク
ス
の
珂
際
的
立
掛
に
反
封
し
各
闘
の
閥
民
的
特
質
に
従
っ
て
、
各
兵
る
政
治
的
運
動
の
必
要
を
主
張
す
る
。
か
く
て
所
謂
科
型
的
社
合
主
義
が
正
し
と
し
た
多
く
の
理
論
ぞ
股
正
な
る
科
皐
的
方
法
を
以
て
反
駁
す
る
。
其
思
想
上
へ
の
反
響
亦
大
き
い
o
然
し
不
思
議
に
も
一
位
正
汲
は
マ
ル
ク
ス
的
ω民
主
作
品
に
依
然
に
る
忠
節
を
様
け
て
運
動
の
歩
調
を
一
に
す
る
。
一
個
の
マ
ル
ク
ス
的
階
級
闘
争
設
が
此
岡
ω
枇
合
連
川
界
を
支
配
す
る
。
統
一
的
集
閥
的
な
る
も
の
は
専
ら
猫
乙
の
岡
民
性
の
あ
ら
は
れ
に
外
な
ら
ぬ
。
此
庖
で
も
そ
の
経
済
朕
態
は
何
等
知
り
得
な
い
。
労
働
組
合
運
動
も
英
閥
よ
り
日
浅
し
と
い
ふ
の
み
。
之
れ
と
枇
民
裁
と
の
関
係
も
決
論
的
に
帝
古
か
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
‘
に
け
ラ
ツ
サ
ア
ル
レ
よ
0
マ
ル
ク
ス
へ
の
移
動
が
明
瞭
に
浮
出
さ
れ
る
が
軍
に
そ
れ
に
け
で
あ
る
。
鹿
沼
的
政
府
官
僚
へ
の
反
抗
と
い
ふ
事
賢
の
中
に
材
労
働
運
動
の
戦
線
一
致
を
求
め
た
の
は
勿
論
正
し
く
は
あ
ゐ
が
や
や
物
足
ら
ぬ
。
統
一
的
総
胆
胞
を
銭
す
猫
乙
人
の
閥
民
性
に
つ
い
て
も
詳
細
に
合
う
皮
い
。
著
者
の
立
場
か
ら
は
そ
れ
は
絶
封
的
に
必
要
な
方
法
大
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
仰
英
濁
各
国
の
取
扱
に
於
て
著
者
の
態
度
が
必
守
し
も
統
一
的
で
な
い
事
は
原
書
の
第
一
版
食
刊
治
時
ロ
パ
1
ト
ミ
イ
ヘ
ル
ズ
が
Z
N
一2u
-
r
r
J
J
1
5
7
5・
F
7
2
v
p
p
c
ι
c
-
a
r
で
設
か
れ
て
ゐ
る
と
難
じ
た
の
は
今
な
ほ
あ
て
は
ま
り
そ
う
、
亡
。
〈
ア
uw
b
l
フ
第
廿
三
谷
)
図
際
汲
(
イ
ン
タ
ー
ナ
ジ
ヨ
ナ
ル
〉
の
請
が
あ
っ
第
二
総
は
終
る
u
マ
ル
ク
ス
が
持
働
者
運
動
を
以
て
同
際
的
ω
も
ωと
解
明
伴
し
.
統
一
的
性
質
を
有
し
岡
際
的
結
合
に
依
つ
て
の
み
促
進
せ
ら
る
と
し
た
昆
否
を
険
べ
る
。
結
誌
と
し
て
は
か
か
る
統
一
傾
向
の
不
存
在
守
示
す
。
各
同
一
枇
合
主
義
運
動
の
相
違
は
個
々
民
族
の
庇
史
的
進
反
比
国
民
的
特
質
と
密
接
に
関
連
せ
る
大
な
る
文
化
現
象
に
閲
す
る
や
説
明
し
得
た
と
い
ふ
ぺ
「
枇
合
主
義
者
の
同
際
主
義
は
琵
時
の
自
由
主
義
の
夫
と
同
様
な
る
空
恕
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
ω
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
一
一
一
一
日
楽
が
背
者
の
訟
を
代
脱
す
る
。
更
に
「
枇
A
W
H
主
義
は
果
し
て
之
に
近
寄
ら
ざ
る
を
得
ぬ
或
は
近
寄
る
べ
き
枇
命
日
組
織
な
る
や
否
や
の
問
題
に
至
つ
て
は
全
く
客
観
的
、
科
皐
的
に
取
扱
ひ
得
る
所
の
題
目
で
は
な
い
。
私
は
想
像
し
得
る
未
来
に
於
一
し
は
あ
ら
ゆ
る
事
由
よ
り
兄
て
資
本
主
説
的
組
織
が
枇
合
主
義
的
組
般
に
其
場
所
在
譲
る
で
あ
ら
う
と
は
考
へ
符
な
い
」
と
さ
へ
一
一
一
一
日
ふ
を
怖
ら
ぬ
。
言
葉
は
ま
こ
と
に
批
艇
で
あ
る
。
彼
の
容
削
倒
的
科
観
的
論
践
の
弱
貼
を
完
全
に
者
渇
す
る
と
し
て
も
問
題
社
合
問
題
二
十
五
誹
は
彼
の
採
り
し
メ
ト
l
デ
に
あ
る
。
相
手
の
女
の
醜
な
る
を
喋
々
す
る
は
其
女
の
自
由
で
は
あ
ら
う
が
其
の
事
は
喋
々
す
る
有
の
美
な
る
や
}
何
等
澄
明
し
な
い
。
且
つ
其
限
り
雨
女
の
美
醜
に
就
い
て
の
比
較
に
は
な
り
得
な
い
。
第
三
篇
は
ロ
シ
ヤ
の
ボ
ル
セ
ピ
ズ
ム
か
ら
始
ま
る
ο
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
濁
裁
を
執
行
す
る
攻
治
形
態
と
し
て
の
協
議
合
制
度
を
述
べ
、
叫
ん
嚇
的
眠
術
や
以
て
其
の
特
徴
と
し
更
に
濁
裁
の
長
終
日
開
と
び
て
の
共
産
主
義
の
性
質
及
其
関
係
に
及
ぶ
υ
次
講
に
於
て
ボ
ル
セ
ピ
ズ
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
異
同
を
説
、
ぎ
之
は
昆
に
ロ
シ
ヤ
的
産
物
に
し
て
ゴ
ル
キ
l
、
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
等
の
著
作
争
読
め
ば
そ
の
聞
の
事
情
が
理
解
し
得
る
と
い
ふ
。
西
欧
文
化
と
封
す
る
半
東
洋
的
文
化
の
特
質
や
世
界
を
幸
福
に
し
世
界
を
支
配
す
る
事
は
?
ン
ヤ
よ
り
出
発
す
る
守
要
す
と
い
ふ
昆
の
?
ン
ヤ
観
念
の
・
産
物
た
る
に
注
立
を
促
す
。
訓
練
あ
る
労
働
組
合
の
快
け
る
事
が
暴
力
革
命
の
方
法
を
案
出
せ
し
め
る
。
?
ン
ヤ
の
此
主
義
の
念
以
な
る
貼
は
プ
ラ
ン
キ
汲
と
一
致
ι
m働
弁
例
市
一
命
的
行
問
ゆ
が
問
調
す
ろ
黙
は
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
的
で
あ
る
。
兵
る
所
は
後
者
の
分
散
的
な
る
に
ボ
ル
セ
ピ
ズ
ム
は
集
中
的
で
あ
る
。
同
家
の
反
封
者
に
る
九
日
一
味
に
於
て
無
政
府
主
義
者
と
共
通
す
る
。
然
し
努
働
者
ω教
育
.
性
格
の
養
成
み
一
二
六
九
商
業
と
経
済
必
要
と
み
る
慮
は
オ
l
エ
ン
汲
に
遁
宇
る
の
で
此
等
諸
主
義
の
合
成
し
に
も
の
で
あ
る
。
ボ
ル
セ
ピ
ズ
ム
の
成
績
は
攻
治
的
に
は
成
功
じ
た
が
終
演
的
に
は
失
敗
で
あ
る
と
の
著
者
の
武
見
も
ロ
シ
ヤ
攻
府
の
宣
侍
す
る
所
も
共
に
あ
た
ら
や
J
O
失
敗
と
も
云
へ
宇
‘
成
功
と
も
決
し
得
な
い
の
が
版
書
の
出
版
せ
ら
れ
た
二
三
年
か
ら
今
日
ま
で
の
事
資
ら
し
い
u
著
者
の
故
国
溺
乙
は
今
日
に
於
で
は
ポ
ル
セ
ピ
ズ
ム
の
失
敗
そ
云
々
し
得
な
い
担
任
の
地
位
に
立
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
、
に
か
ら
と
て
「
間
宮
を
回
復
し
之
を
増
加
す
る
に
め
に
何
れ
の
闘
も
、
先
づ
第
一
に
創
造
方
と
敢
匁
の
精
紳
を
粂
備
し
‘
此
持
働
を
港
行
し
得
べ
き
人
物
を
必
要
と
す
る
」
と
断
じ
た
著
者
は
十
分
に
正
し
い
。
ロ
シ
ヤ
の
外
英
側
獄
の
其
後
の
欣
況
に
る
新
マ
ル
ク
ス
主
義
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
祉
合
化
、
ギ
ル
ド
枇
A
W
H
主
義
其
他
多
く
の
問
題
に
ふ
れ
て
読
者
に
智
識
を
提
供
し
な
が
ら
、
五
七
一
一
良
の
全
巻
が
終
る
。
市
立
乙
.
マ
ル
ク
ス
墜
訟
も
完
全
で
あ
る
の
で
な
く
部
分
々
々
に
修
訂
す
べ
き
も
の
か
あ
ら
う
。
時
に
は
叙
惑
の
誇
脹
.
か
時
に
は
失
慮
が
な
く
は
無
か
ら
う
。
そ
れ
に
も
か
か
は
ら
中
資
本
主
義
ω
無
能
力
は
先
づ
失
業
問
題
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
新
し
い
祉
合
組
織
へ
の
器
は
限
り
な
ぎ
魅
惑
を
以
て
五
日
々
会
×
×
×
×
に
誘
ふ
。
一
部
の
人
の
一
一
員
ふ
如
く
此
の
新
し
い
枇
合
原
二
七
O
理
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
は
そ
の
ま
誌
で
は
不
通
蛍
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
唯
資
本
主
義
の
カ
ラ
ク
リ
と
其
の
快
陥
を
捌
み
出
す
一
事
に
主
つ
て
は
恐
ら
く
マ
ル
ク
ス
主
義
の
右
に
出
づ
る
も
の
は
無
か
ら
う
。
「
依
程
の
お
鹿
者
で
な
い
限
り
資
木
主
義
の
安
定
性
や
、
資
本
主
義
の
永
続
性
ぞ
考
へ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
」
「
枇
合
主
義
は
ど
う
か
。
之
に
就
い
て
私
は
反
針
す
べ
き
論
擦
を
持
に
な
い
。
私
も
亦
枇
合
主
義
者
で
あ
る
0
・
前
含
は
勝
目
貞
宍
氏
の
言
葉
、
後
者
は
河
合
栄
治
郎
氏
の
言
葉
で
あ
る
ハ
共
に
昭
和
六
年
一
月
経
済
往
来
〉
。
之
等
の
人
々
で
さ
へ
既
に
此
の
言
や
叶
.
く
や
う
に
な
つ
に
。
世
相
ω
然
ら
む
る
所
と
は
い
へ
驚
〈
ベ
大
勢
で
あ
る
ο
著
者
が
祉
合
主
義
を
断
乎
と
し
て
否
定
せ
ん
と
す
る
態
度
や
甚
に
よ
し
。
一
歩
進
ん
で
何
ぞ
撃
破
せ
ざ
る
や
で
あ
る
査
し
、
経
済
摩
哲
朗
早
枇
合
早
庶
史
を
汀
っ
て
派
然
た
る
一
般
系
を
符
す
マ
ル
ク
ス
墜
を
全
際
的
に
打
破
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
絶
大
の
努
力
を
来
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
著
者
の
希
望
に
も
か
か
は
ら
ホ
著
者
の
努
力
は
其
の
希
緊
に
十
分
に
は
沿
ひ
得
ぬ
憾
を
残
す
。
然
し
本
書
の
特
色
は
マ
ル
ク
ス
排
撃
を
試
る
に
あ
り
と
す
る
よ
り
も
、
主
要
国
に
於
け
る
近
代
の
枇
合
的
運
動
を
烏
倣
的
に
捕
へ
ゃ
う
と
し
た
所
に
求
め
る
の
が
遁
切
で
な
か
ら
う
か
。
若
し
鼠
一
説
史
又
は
忠
想
史
研
究
の
一
助
と
し
て
本
舎
を
利
用
す
る
な
ら
ば
多
大
の
便
宜
が
得
ら
れ
る
に
ら
う
ひ
他
の
著
述
に
依
っ
て
も
知
り
得
る
加
く
著
者
は
毒
舌
を
弄
し
て
論
敵
に
迫
る
な
ど
を
快
と
す
る
人
で
な
い
し
そ
こ
に
特
長
を
有
す
る
人
で
も
無
い
ら
し
い
。
新
奇
守
求
め
中
と
い
っ
た
所
は
確
に
著
者
に
あ
る
従
っ
て
著
者
の
も
の
は
何
を
み
て
も
汲
手
で
な
い
。
一
一
時
々
と
一
就
く
彪
に
健
賞
味
が
あ
る
わ
け
で
そ
れ
冗
け
本
舎
の
如
、
き
は
高
級
な
る
研
究
に
進
む
矯
め
の
入
門
と
し
て
も
極
め
て
恰
好
の
も
の
で
あ
る
。
成
く
一
一
却
を
お
奨
め
し
皮
い
。
課
文
に
到
つ
て
は
断
然
完
生
で
あ
る
。
い
く
ら
は
め
て
も
足
り
無
い
o
E
し
/
、
誇
出
し
て
戴
き
度
い
。
之
は
老
書
生
一
人
の
希
望
に
止
ま
ら
ぬ
。
ハ
六
、
一
、
十
一
〉
批
合
問
題
二
十
五
誹
二
七
